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平成24年11月2日（金）
下水処理の仕組みと課題
~狭山水みらいセンター見学~
　講師　　大阪府南部流域下水道事務所　　狭山管理センター 石川　センター長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松浦課長補佐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柴田
　　　　　　 大阪狭山市都市整備部　下水道グループ　　　　　　　三井　課長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中村　主任
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大崎　主査
　コーディネーター　市民活動支援センター 　　　　　　　　　　　　大野　　伊勢田
　出席者　　16名　（　M　14名　　F　2名　）　聴講生1名、欠席　16名　
　　　　　
第16回講義として流域下水道施設の「狭山水みらいセンター」の見学を行った。私たちの家庭から排水される汚れた水が、どのように流れ、処理されて、きれいな水になるのかを勉強
した。

１．大阪狭山市の下水道事業について
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　　　　　　　　　　大阪狭山市下水道グループ三井課長より、市の下水道事業
の経営状況の現状と健全化に向けた取り組みについての
説明がありました。
市では、府内で第5位の下水道普及率９９．９％を維持して
おり、下水道整備は、　　おり、汚水整備はほぼ終わり、今後は施設の更新や雨水整を

三井課長　　　　　　　　　　進めています。

　　　　　　　　
　下水道事業の中で、汚水処理経費は独立採算制であり、本来１００％使用料で賄う事になっているのですが、現況は一般会計からの繰り入れでカバーしています。市の厳しい財政状況から、一般会計からの繰入金を減額するために、下水道使用料の値上げをやむなく来年4月から実施します。ご理解とご協力をお願いします。
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下水道の役割
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①街をきれいにする　②浸水から街を守る
　③トイレの水洗化と生活排水の処理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④きれいな水辺をつくる

下水道とは
　　   　　中村主任               汚水及び雨水を水路や下水道管で集め、浄化
処理した後、河川などに排出する施設・設備の集まり
下水道処理方式には、汚水と雨水を一緒に処理する「合流式」と雨水は河川に流し、
汚水のみ処理する「分流式」があるが、狭山では後者の分流式で処理している
下水道普及率（平成23年現在）
　　　　　大阪狭山市　　　　 99.9％　大阪府下では第5位 
　　　　　富田林市　　　　　　84.4％
　　　　　河内長野市　　　　 87.4％
　　　　　堺市            99.5％
　　　　　大阪府　　　　　　　 93.8％
       全国            75.8%

雨水対策
　　近年、都市化の進展拡大のため、ゲリラ豪雨、台風による浸水被害が増大。

　　雨水対策が急務となっている

2．大阪府狭山水みらいセンターについて
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　狭山水みらいセンターは、石川、西除川の上流域
（富田林、河内長野、大阪狭山）を処理区とした流域
下水道の処理場であり、3市から排出された大量の
下水を、各市が設置した下水道管で搬送し、センター
では、微生物を使い処理し、「リン」や「窒素」を取り除く
高度処理を行った後、東除川に放流している。東池尻
石川センター長　　　　　　　狭山管理センターの10万㎡(甲子園の約2.5倍の広さ)の広大な敷地に下水道設備が設置されている。
流域住民一人ひとりが「大和川をきれいにする小さな工夫」に協力をして、また「残さない」

「ふき取る」「流さない」出来ることから毎日の習慣にすれば水質保全になる。
下水道の種類

　   流域下水道は、都道府県が設置、2つ以上の市町村から下水を受け、処理をする施設。

　 公共下水道は、市町村が設置、市街地における下水を排除し処理する施設。

　 下水道での大阪府と市との役割は、市が幹線まで下水を集め、その処理は大阪府が行い、河川に放流する。

狭山水みらいセンターのあゆみ　　　　　　　　　　　
　昭和42年　富田林金剛終末処理場として供用開始
　昭和55年　流域下水道狭山処理場（処理水量30,000㎥/日）
供用開始
　平成14年　Ⅱ系水処理施設完成（処理水量40,750㎥/日）　　　　　　　　　
　平成18年　狭山水みらいセンターへ名称変更　　　　　　　　　　　　　　　　　
　平成20年　Ⅱ系能力増強6１千㎥/日　設備・運転・運営管理を大阪府に一元化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　来年度より、１系は経年劣化しているので使用中止し、ポンプUPしてⅡ系で処理する計画。
　現状の処理水量は下記の通り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　処理方式　　　　　　設備能力/日　　　　
１系（旧）昭和42年設置　　標準活性汚泥法　　　　 30千㎥　　　　　　　
Ⅱ系（新）平成14年設置　　高度処理　　　　　　　約61千㎥　　　　　　　
　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　91千㎥　　　　　　　
操業は24時間休日なしの連続で、人員配置は府職員10名で、その他運転管理業者が実務運転管理している。
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管理棟　　　　　　　　　　　　　　　　　かがやき広場

下水道の仕組み
水処理施設（微生物により有機物を分解）
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　　流入下水
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                                           　　　汚泥処理施設
前処理施設   (紙、布、髪の毛や砂を除く)
最初沈殿地　　（大きな浮遊物を取り除く）　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沈殿　　　重力濃縮槽
嫌 気 槽　　（活性汚泥=微生物を加える）

無酸素槽　　（微生物により有機物を分解し
窒素はガスとなって放出除去　　　　　　　濃縮汚泥混合槽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脱水機
好 気 槽　　（微生物の働きで有機物が分解され　　　　　　　　　　　　　　　脱水ケーキ
　　　　　　　　　アンモニアとリンを除去）　　　　　　　　　　　遠心濃縮機　　　　　　　　焼却炉

最終沈殿地　　（活性汚泥=微生物を沈殿除去）　　　　　　　　　余剰汚泥　　　　　灰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
砂濾過設備　　（細かな残留物を濾過除去）　　　　　　　　　　　　　　　　　神戸沖　　　　焼成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　埋立　　　　レンガ
消　　  毒　　　（減菌）　　　　　　　　　　　　　オゾン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作業中止
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
受け入れから14時間かけた　　　　　　　　　又は場内緑化、
処理済の水を東除川　　　　　　　　　　　　　　せせらぎの丘に放流　　　
当センターでは、臭気等の環境対策上地下にほぼ密閉されていて、見学者にはわずかに
部分的に覗けるだけで、汚水処理設備は見ることができないが、構内を歩いてみて､大規模で
素晴らしい設備であり、住民が排出している大量の生活排水を環境汚染しないように完全
処理していることを実感できる

　　　　
地下式水処理施設　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せせらぎの丘
せせらぎの丘
平成16年から供用開始、広さは約１万㎡。施設内のせせらぎは、センターで処理された
高度処理水が利用され、カワニナ､ホタルなどが育っている。さらに、処理水は、農業用水、
道路散水にも使用されている。
かがやき広場
平成２１年から供用、広さは約13,000㎡､その内約6.600㎡の活動ゾーンは芝生が敷かれ、子ども達が安心して遊んでいる。散策路が設けられ、せせらぎの丘にもつながっているので一体で楽しめる。

　　質疑応答　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
